
［標準様式例7-2］

変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 金 額 ＋ １８,１０６,０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 １１９,２９５,０００円（税込み）

土木関係建設コンサルタント業務

業 務 概 要

（ 変 更 し た 内 容 に
つ い て 記 述 す る ）

交差点容量解析
橋梁詳細設計(橋梁基礎工)
横断歩道橋詳細設計
動的解析（立体解析）
横断歩道橋の橋配置検討
基本構造検討
ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの作成
仮設構造物設計

令和６年８月６日

令和７年８月２９日

１０１,１８９,０００円（税込み）

埼玉県さいたま市中央区円阿弥六丁目地先から
さいたま市西区西新井地先

（第１回）契約変更の内容

令和７年２月２７日

三井共同建設コンサルタント（株）北関東事務所

埼玉県さいたま市大宮区仲町2丁目28番地3

Ｒ６新大宮上尾道路歩道橋詳細設計等業務



変 更 理 由

１．交差点容量解析
　三橋五丁目(北)交差点において警察協議を行った際に、三橋
（５）歩道橋の施工時に左折路車両通行止めを行う場合は、交
差点の交通容量や交通量の精査が必要との指摘を受けたため、
交差点容量解析を追加する。

２．横断歩道橋の橋配置検討
　詳細設計を行う三橋（１）、三橋（２）、三橋（５）歩道橋
において、地元説明を行ううえで各歩道橋の方針に資する設置
位置や階段配置の検討を複数案行う必要が生じたことから、横
断歩道橋の橋配置検討を追加する。

３．橋梁詳細設計（橋梁基礎工）
　詳細設計を行う３橋の歩道橋の配置検討の結果、橋脚数及び
橋脚基礎の数量が減となったため、橋梁詳細設計（橋梁基礎
工）の数量を減ずる。

４．横断歩道橋詳細設計
　詳細設計を行う歩道橋において、地震時の挙動を詳細に解析
するため、立体骨組構造解析を追加する。

５．ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの作成
　特記仕様書第４３条「ＢＩＭ／ＣＩＭ適用業務について」に
基づき、ＢＩＭ／ＣＩＭモデルの作成を追加する。

６．仮設構造物設計
　橋梁詳細設計（橋梁基礎工）において、土留めの設計の必要
が生じたため、仮設構造物設計を追加する。


